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吾々は忙しい仕早をもっているので、′♂♂％の出席はむづかしい。ガバナーは週一回の出席が

出来ないような事業家は敏腕ではないという。静岡では出席率J∫酵などという人があった0

木曜は東京北RC上野松坂屋での例会がある○その受付で登録だけやってすぐ帰ってしまう人も

あるという。よく考えてみなければならない現象である○

山形RCでは当初は親睦を巨的として普通例会では半数位、ブイアサイドミーティングでは常に

酒が出た。しかしその後考慮され、頃は止めになった。乍然昨冬の7月頃から月初めのお誕生祝を

散会に、／人当りお銚子に半分位の酒が出てほんのりとすると、親睦の為によいのでまだ続けてい

る。

出席と親睦を兼ねて近隣クラブとのマージャン会など、趣味を生かして会合し面白くやっている。

少々やわらかい方面だけ申上げたようであるが・此のようなことも実際に即した方法の／つである。

報　告　佐藤（貞）幹事

′　チャーター伝達式案内

北上、水沢合同チャーター　　ダ月≠J U／／時より

小野RC J月7日／2時より

十和田RC　　∫月／JH′♂時J〃分より

j　例会場変更　豊田RC、列会場を束海銀行豊田支店に変更

J　新クラブ　泉佐野RC　例会木曜′J時Jク分

ダ　例会休会　東京銀座RC　ヶ月が臼は祝祭日の為休会

∫　会報到着、東京、日本橋．弘耐束、八戸束、湯沢、山形酉各RC

出　席　報　告　　田中君　　別　項

スマイル報告　五十嵐宕▲　別　　項

卓　　話 r本庄正宗出現の地J　中台言郎署（会員）

元卸J年酒井忠勝公信州松代より入部せらるる前の時代に話は逆上ります。

武藤家の初代は庄内物語に武藤展頗源平合戦の折捕われ、梶原景時に預けられ、弓馬の達人なる

為赦免あって出羽国庄内を賜う。とありますが東鑑九巻によれば文治∠隼／′月7日．御入洛行列

説明の中に御調度懸武藤小次郎資頬とあり、農頼は資頬の誤りと見られています。

頼朝に選抜せられて庄内の地頭となりました。それ以来′9代車蹄の時代になりますと天正元年

義臣．家を継ぎ尾浦城主となりました。性剛勇にして諸勇を好み暴虐にして権勢を誇り領民塗炭の

苦しみあい人心離反して、慈屋形と称へ、領内の農民徒党を組み、不穏の極に達したと伝えられて

います。

之武藤家の没落前兆であります。最上義光、越後の上杉両雄時来りなはと準備怠りなかったと思

ゎれます。武藤家の重臥束禅寺筑前は束禅寺城代（酒田）、鮒森蔵人は大梵寺城（撃岡）・この

二人は最上家側に通じたる者であり、他に念珠ケ掬鋭台、及び小国城代の小国因幡、又一人武藤家

の城代佐藤備中の二人は上杉糸である村上城主本庄棄民派に属して最上、上杉両雄の二派に別れて

抗争して居りました義勘こ子が屠ない為、上杉の家臣勇将として聞えた村上城主本庄繁長は其の子

千臍丸を養子とする挙に成功しました。千勝丸庄内に入り烏帽子名を四郎次郎といい武藤の姓を帯

び／7才にして上洛、左京太夫出羽守義勝と名のりました。

一方大梵尊城代、耐森蔵人、東禅寺筑前等は義辞の暴虐黙し難く、農民等と力を合せて主たる

義臣を征し切腹に至らしめました。時天正′J年J月であります。然る後義臣の弟、義興をして跡

巨相続せしめ．上杉系よりの香子義勝を害さんとして画作したのでありますが、上杉側にとっては

誠に立派な理田を操ったことになりました。義興は丸岡兵庫頭義興といい暗遇凡庸の士といい伝え

られて居りますが、到底此の難局を切り抜けるには容易ならざる時勢のことと考えられますが、－



（射計γ皐月ぺ）　（囁撃〕萌右箪

刷努日立　　　調達者ら仏関

（ヰ小字群舞日雇）　（寮執事）現詞　　　　　軍　曙

軍港の甘辛

0；マ立切呼新穀服Yg弼革む蓬慮￥

Oa封￥昆智鼻■蓬（勧）饗宴■蓬（喜）撃事

○む許台7割嚢曙QY宝瞬時、遠慮￥

葦哲①盲等

（⊂＝⊂＝）

XOgヨ「l州S

コ引羊封ヤ勺　でセ剥くン0蒋　詔卓

聾∫Yくれ轟封印％♂ク′地方′aE右　耳′∫蒙顆印轟首∫砂（D　き

目方打方・みFr塵誹

0本革1つ嬢牽M軸ユマ撃を療￥用匂￥ホ

幸舅袋帯遊　泳，′苫￥

逐む卓男波　島♂′苫￥

q心事q雫70ryq等む等9蛮断乎を国叫￥コマ

半睡調・09虔0ケ囁つ4卓埼官・G等ユ1号身卓説等・G等封む姿態豊会衆￥苫け　■11コ鋸数包

囁三富仁斎・1籾マ師卓‡け　t　雫晋Pj激辛つ柚む田0軸鳳等壬■〉日つ噌￥野袈正褒口
0上昇　等雪　江穿き　マ困つつ瓢ユ17婆軍刀車

〉準・叫勺頃調号碧空ユCrコ撞団車造苫苛む勧転ユWq計澤コ善＝憧拍Yコ用筆錮皆重曹QY

っ噌笠彩・コ鴻つ爛啓発丁マヤ勺等圧昏OM那ほ等白幡細々苗場憂慮むつ音韻軸OW0￥1

革1顎握ユし河童耳∫方立寄辞￥マ与を聯つ噌・三軍ギ1妄マ音量に￥一つ響義ユqYつ爛剥卓也

寄港刀車Y′勧77茅野任￥一咋マ国・¢官立羊Q旭キ二王僅細を鵠毘里園エコ憎む庚等春樹￥
〇二1貫　顎マ撫増血　等ユ叫罫皇首相持マ榛東む卓封評07割マ態

舜丁・項1敬灘繋苺碑鮮習叩≒：‡鳩梨暴なし組つ摘草エコ細目閲主管鞍部4官軍＋11つ4〉塵

8な1喜、咽二伸辟署等Zユ1輩等屠1砕丁￥を断金嵩≒：0読t幻牽マ¢璧つ相即疲感等註

d￥1革、咽コ咽第ユG等長年割礎等、ユ1官話葦丁軍功桝弊習

ミ軋染む掛島ユGq岬等営舎東軍‡4二伸卓識≒‥・せって管等帖七夜裡馳せ主点つ哨揖蟄ユ・噛存

寄留首相日・G等マ独耶偶鮮暫諾々ユゼ盈三つ爛－ユ1損つ伸躯暫叩キ：葦刻－ユ17放射等嵩
Oj＿暮ら官立等遠方車0壷丁換言咄キ：翳

。＝11　産屋　⊂ンYつ鳩基材ヨユマ鮮為朝冷啓一G妄ユ憐国中

首野苺割α鮒髄等ユ17轟謬・gg鴇ヲノ軍￥点童盈冒営む旦ア壬∫能恵む￥帰ユ首昂㌢￥や第

等射男・☆rユG草創QY故事叫勺￥‡仏耶うつ佃卓何首鮒等舜丁、三軍心事、＝71マ鄭つ鳩幣

1割愚考髄呆藷匂剥箪留・tl憫・騨剋ユマ詔を堵主g皆コ葉芽叩ホ70等勘を署誰で瑚苧丁等

0ふ草　笛ユ叫q・了　等坤溺＝牌国ヾ′a拝む鼓動回国やホ射撃事〉声望小芋昂菊芋欄軍お年


